


管理方策

IOTC 第 19 回熱帯まぐろ作業部会の資源評価結果を受け、第
20 回（2017 年）科学委員会は、すでに（2016 年 5 月の年次
会合で）採択されていた HCR を適用し、TAC が 470,029 トン
という計算結果を示し、2018 ～ 2020 年の TAC として勧告し
た。また、データ収集・報告、解析の引き続きのモニター及び
改善が必要とされた。

カツオ（インド洋）の資源の現況（要約表）*

資源水準 高　位

資源動向 横ばい

世界の漁獲量
（最近 5 年間）

34 万～ 45 万トン
最近（2016）年：45 万トン

平均：41 万トン（2012 ～ 2016 年）

我が国の漁獲量
（最近 5 年間）

522 ～ 2,365 トン
最近（2016）年：2,365 トン

平均：1,476 トン（2012 ～ 2016 年）

管理目標 初期バイオマスベース管理基準値

資源評価の方法

統 合 モ デ ル（Stock Synthesis） に
よる解析
竿釣りおよびまき網漁業 CPUE、標
識データおよび漁獲動向等により
水準と動向を評価

資源の状態
漁獲努力量も資源量も不確実性を
考慮すると管理基準値以下の確率
が最も高く、過剰な漁獲や乱獲状
況には至っていない。

管理措置

TAC：47 万トン（2018 ～ 2020 年）
HCR による管理。全長 24 m 以上
の漁船の総隻数等の制限。FADs 数
を 1 隻で同時に稼働する数が 425
基、年間の取得数が 850 基までに
制限（その他の漁業・漁船管理方
策はインド洋メバチ詳細版参照）。

最新の資源評価年 2017 年

次回の資源評価年 2020 年（予定）
* 2016 年までのデータを使用した資源評価の結果に基づく

インド洋カツオの漁法別漁獲量（1950 ～ 2016 年）（IOTC データベース：2017 年 9 月）

インド洋カツオの国別漁獲量（1950 ～ 2016 年）（IOTC データベース：2017 年 9 月）
（NEI：Not Elsewhere Included、PS：まき網）

EU スペインまき網漁業群れ別（漁獲量：千トン）
F.SCHOOL：素群れ操業、LOG：付き物操業

EU まき網、モルディブ竿釣りおよびスリランカ流し網によるカツ
オ標準化 CPUE

SS3 による資源評価結果（神戸プロット：stock trajectory）

インド洋カツオの海域別漁獲量（1950 ～ 2016 年）
（IOTC データベース：2017 年 9 月）

F57：東インド洋（FAO 海域 57）、F51：西インド洋（FAO 海域 51）
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